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大阪・関西万博催事（関西女性活躍推進フォーラム） 

運営等業務に係る仕様書 

 

１ 業務の名称 

大阪・関西万博催事（関西女性活躍推進フォーラム）運営等業務 

 

２ 業務の目的 

上記催事の実施に係るオペレーション一式及び配信の手配等 

 

３ 開催概要 

（１）名称 

大阪・関西万博催事（関西女性活躍推進フォーラム）（以下「催事」という。） 

（２）業務日時（予定） 

   令和７年８月６日（水）14：00～16：30 

   ※ 当日及び前日設営利用可能時間 ９：00～21：00 

（３）開催方法等 

項目 内容 

場 所 グランフロント大阪 ナレッジシアター 

同 時 配 信 ・大阪・関西万博関西パビリオン多目的エリア内 

・YouTube ライブ配信 

 

４ 業務概要 

（１）グランフロント大阪ナレッジシアター（以下「メイン会場」という。）での業務 

ア 以下プログラムに基づき、適切な運営を行うこと 

①関西女性活躍推進フォーラム研究チームからの成果発表及び質疑応答【95 分】 

②著名人による特別講演及び質疑応答【35分】 

③ウーマンズパビリオンとの中継【10分】 

     ・パビリオンティザームービー再生、館長からのコメント（現地中継） 

④関西パビリオンとの中継【10 分】 

     ・館長によるパビリオン紹介、案内（現地中継） 

イ 上記アのプログラム実施に適切な人員配置及び機材手配及び会場設営・撤去を行うこと 

なお、ナレッジシアターの手配は発注者が行うため、会場費は見込まないこと 

   ①運営統括スタッフの配置（１名以上） 

   ②受付・誘導等運営スタッフの配置（必要数） 
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   ③技術スタッフの配置（必要数） 

     ※会場付帯設備の操作は、ナレッジシアタースタッフにて行うため手配不要 

   ④会場付帯設備以外で必要となる機材の手配 

     ※配信用 PC、カメラ、会場装飾（横断幕） 等 

 

 

（２）大阪・関西万博関西パビリオン多目的エリア内（以下「関西パビリオン」という。）での同

時配信業務 

ア 同時配信に必要な機材手配、会場設営・撤去及び人員配置を行うこと 

① モニター３枚の手配、設営・撤去（下図参照） 

   ・正面 80 インチ以上１枚 

   ・左右 60 インチ以上２枚 

  ②その他必要となる機材の手配 

   ・配信用 PC、会場装飾（横断幕） 等 

     ※音響設備は会場付帯のため手配不要 

  ③オペレーションに必要なスタッフの配置（１名以上） 

【参考】関西パビリオン多目的ホール（130 ㎡） 

 モニター配置図（青四角箇所） 

 

 

  

Monita- 
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（３）大阪・関西万博の様子を撮影及びメイン会場への映像中継業務 

ア 撮影及び中継に必要な機材手配及び人員配置を行うこと 

   ①万博会場からの中継に必要な回線は受注者において確保すること 

   ②リポーターは不要とする 

   ③通信回線、機器等に障害が発生した場合に備え、フォロー体制を整えておくこと 

 イ 中継は以下の２カ所から行うこと（別班とする） 

   ①関西パビリオン（出展者：関西広域連合） 

    ：関西パビリオン内の各府県ブースを中継。メイン会場と双方向でやりとりを行う 

   ②ウーマンズパビリオン（出展者：内閣府、経済産業省、リシュモンジャパン株式会社 

（カルティエ）） 

    ：パビリオン館長との対話・コメント 

 

（４）催事終了後の業務 

ア 終了後 10営業日以内に録画データの DVD ディスク（DVD-Video 形式）１部及びデータ

（MP4 形式、メール等で納品可能）を発注者に納品すること 

イ 後日 YouTube 等にアップするため、カット等必要な編集を加えるとともに、すべての

発言をフルテロップとすること 

 

（５）共通業務 

  ア 上記業務を円滑に進行するため、当日の進行・オペレーション等をまとめたマニュア

ルを作成すること 

  イ イベント広報のため、チラシを作成（デザイン含む）し納品すること。印刷数は 1,000

枚とし、発注者が指定する配布先（約 50 カ所×10枚）に合計約 500 枚配布し、残りを発

注者に納品すること 

  ウ YouTube 配信で使用するサムネイルや、配信中に必要となる画像、各講演の蓋絵等の素

材を用意すること 

  エ ４（１）ア②記載のプログラム登壇者に対し、謝金・旅費の支払い業務を行うこと。

謝金は上限 330,000 円（税込）、旅費は上限 50,000 円（税込）とし、入札金額に含むこ

と。なお、登壇者の選定、調整は発注者にて行う 

 

（６）各業務の留意事項等 

ア いずれの業務においても、準備のため前日設営やリハーサルが必要となる場合は、そ

の経費を見込むこと 

イ いずれの業務においても、受注者が手配するスタッフのほか、発注者からスタッフを

配置するため、必要な連携を図ること 
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５ 著作権 

本業務により制作される成果物の所有権、著作権は発注者に帰属するものとする。ただし、

成果物に受注者または第三者の著作物が含まれている場合、当該著作物（当該著作物を改変し

たものを含む。）の著作権は、従前からの著作権者に帰属するものとするが、発注者は、本業

務の成果品等を利用するために必要な範囲において、これを無償で利用できるものとし、受注

者はその為に必要な著作権処理を行うものとする。  

 

６ その他 

本仕様書に定めのない事項及び業務の実施に当たり疑義が生じた場合は、発注者と協議し、

その指示に従うこと。 

事業の詳細については状況に応じて変更する可能性がある。追加で経費が生じる場合は、発

注者と受注者で協議の上、契約変更の手続きを行うものとする。 


